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■太田三郎（おおた・さぶろう 62歳）美術家・グラフィックデザイナー  
1950年生まれ。国立鶴岡工業高等専門学校機械工学科卒業。消印が押された切手を元のシート状に再構成す
る「Date Stamps」や、種子を閉じ込めたオリジナル切手「Seed Project」シリーズなどがある。東京国立近代美術
館や大原美術館などパブリックコレクション多数。2009年、第10回福武文化奨励賞受賞。 
 

■小椋範彦（おぐら・のりひこ 54歳）漆芸作家・東京藝術大学准教授    
1958年生まれ。東京芸術大学大学院美術研究科漆芸専攻修了。蒔絵作家として国内のみならず、韓国・中国・
台湾でも評価が高い。2009年、第56回日本伝統工芸展東京都知事賞受賞。現在、東京藝術大学美術学部工芸
科准教授、公益法人日本工芸会漆芸部会常任幹事、日本文化財漆協会常任理事。 
  

■杵屋勝四郎（きねや・かつしろう 54歳）長唄唄方・財団法人長唄杵勝会理事    
1959年生まれ。父・杵屋和四蔵について4歳より長唄を始め、人間国宝・東音宮田哲男師に師事。東京芸術大学
音楽学部邦楽科在学中に名取となり、演奏家・作曲家として活躍。「THE 家元」や「夢玄」などのユニットとしても
活動。2007年には六代目杵屋勝四郎を襲名。現在、財団法人杵勝会理事、東京藝術大学邦楽科講師。 
公式ブログ（http://ameblo.jp/kineya-katsushiro/） 
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第4回『創造する伝統賞』 
3名の受賞者を決定 

小椋 範彦 氏 
撮影：大堀一彦 

太田 三郎 氏 杵屋 勝四郎 氏 

 公益財団法人日本文化藝術財団（代表理事 徳山豊）は、第4回「創造する伝統賞」（賞金100万円）の受賞者
を下記のように決定いたしました。 
 この助成顕彰事業は、日本の伝統文化や現代藝術の分野において、著しい貢献をしているにも関わらず、そ
の存在や活動が広く知られていない実技者、または活動実績があり、さらなる飛躍が期待される若手の実技者
を顕彰することを目的としたもので、演劇や舞踊など舞台表現から日本画・洋画などのファインアート、映像や
建築、インスタレーションをはじめとする現代美術、音楽など、日本の「文化・藝術」に関わるあらゆる分野を対
象としています。財団創立以来実施し、団体を含む述べ100名の方々を顕彰してまいりました。 
 平成21年度からは、その実績を発展させ、「創造する伝統賞」を創設いたしました。第4回目となる本年度は35
件の応募の中から、6名の選考委員（選考委員長：建畠晢）による、公正かつ厳正な審査を経て、下記3名に授
賞を決定いたしました。 
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【選考委員】 
委員長 建畠 哲晢 （京都市立芸術大学 学長） 

委員員 葛西 聖司 （アナウンサー・古典芸能解説者） 

〃 金子 賢治 （茨城県陶芸美術館 館長） 

〃 丹下 憲孝 （建築家） 

〃 茂木 潔子 （有明教育芸術短期大学 芸術教養学科長） 

〃 寺脇 研研 （京都造形芸術大学 教授） 

【選考理由】 

■太田三郎 

1984年の発表以来現在まで一貫して、切手と消印による作品制作を続けている。植物の種子や
太平洋戦争の犠牲者たちの写真などをモチーフにしたオリジナルの切手作品は、切手という日常
的な形式に拠りながら、時代を越えた普遍的な問題提起として、見るものに生命や場所、記憶へ
の思索を深く喚起させる。 

■小椋範彦 

氏は、精細な写生に立脚しながら独特の様式化を経た文様と、螺鈿特有の光を通した色彩やパ
ステル調ともいうべき色彩を併用することによって、リアルでありながら、あるいはリアルなままで
幻想性をまとった蒔絵作品へと到達した。氏の登場により、蒔絵表現が新しい相貌を持つように
なったと言えるだろう。 

■杵屋勝四郎 

美声に恵まれた華のある演奏家であると共に、作曲家としても秀でた才能を発揮し、舞台人から
厚い信頼を寄せられている。また、子どもや若者への邦楽普及を目指し、コマーシャルやミュージ
カル、三味線ロックバンドなど様々な音楽活動を展開してきた。今後も一層の活躍が期待される。 

【授賞式典について】 

 ■日程 ： 平成25年3月29日（金） 

 ■会場 ： 明治記念館 曙の間 
＊当日は受賞者の紹介および作品などの展示・発表を予定しています。 

【このリリースに関するお問合せは下記までお願い致します。】 

公益財団法人 日本文化藝術財団について 
 
本財団は、文部科学省（文化庁）を主務官庁として平成5年11月に設立し、平成22年6月1日に内閣府を所轄行
政庁とする、公益財団法人に移行いたしました。設立以来、『創造する伝統』をテーマに掲げ、日本の伝統文
化と現代芸術の保護、育成及び振興を図るとともに、日本の文化・芸術の普及向上、国際交流活動の促進に
努め、新しい時代の文明の創造を目的として活動を続けております。 


